
北部太平洋.日本海底棲生物調査
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I 目的

本県白本海北部漁場における底 網の新漁場開発と各陣底棲魚族の分布状況及び移動状況を探知

し三之江〉状態にがする生物相との関係について調査を実施して当該:漁業の発展に寄与せんとする。

E 調査の方歩

1.試験船 東奥丸 3 8.3 5平 D 1 20 PS 

2. 乗組員

3. 調査期間

4. 調査海域

5. 漁具

船長以下 1 4名

昭和<10年 12月20日~昭和<1 1 住 5 月~ 1日

日本海北部海域(青森察沖合)

1綬己主機船底女網 1ケ統

E 調査経過

<1 0年 12月 23 B調査を開始した。

4 1年 5月 31日までの調査期間中における操業日数は 23日で延向綱回数は 8 5 田(~‘網不能

回数 T回)で総漁獲量は 12.. 6 2 6K9であった。

N 調査結果

本年度の漁獲物の主な魚層別の漁獲数量及び前年度との比較をみてみると次表の通りである。

単位 K9 

議士アプラ マダラ
スケトク

ホνサメ キ ス ポγタラ ヤリイカ その他 計
ツノザメ {/J色 (/J) 

1 2月 368 65 433 

1月 3，909 1，1 84 。5.093 
2月 1，3 8 '7 1、守口 7 49 0 3 1 0 40 38 22 

3月 2，820 1 7 60 ? え906

計 8，484 3，09 1 507 31白 60 9 6 12.626 

前年比 1 6 1労 51 % 1 02% i 6.4% 53% I 90.5 % 

なお，前年度 83 2 K9漁獲がみられたホッケは本年は全く漁獲が見られなかった。
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叉本年度月別操業日数，命綱回数，漁獲量及び 1曳t綱当り漁獲量は次表の通りであるが 1タ，網当

り漁獲量では 37年度及び 38年度に比べ 34IW-1 5.6K9程度多くなっているが 39年度(前年

度)上りは 24.2 IW程少くなっている。

~ 1 2 月 月 2 月 5 月 計

操 業 日 数
2 日 ι B 8 日 7 日 日

23 

曳。綱回数 回 2 1(2)回 32 し旧1 1 ι 間一1 田

I )内は成綱不能回数
。 85(2) 

漁 獲 1筒
433 噌 Kg 5司093Ki 4咽194K9 2.906Kg 1 2‘626 KF 

1曳網当り漁獲量
72.1 Kg 268.1 Kg 131.1Ki1 11Z.B FG K9 

1 52.1 

V 考 察

試験船に上る本諦査は当業者船に較べ換業期間及び操業回数が短く試験船に土る漁獲量の多少が

鯵ケ沢地区の底今漁業の漁獲量と E比はしないが本年 1月-12月(7月-8月禁漁)に至る年間

漁獲量は 438，361IWと昭和 37年摩以来の捷高を示している。

試験船に土る本年の総漁獲量及び 1市網当り漁獲量は総漁獲量では前年の 9O. 5 %， 1 E担網当りで

は24. K少くなっているが当業船に上る年間漁獲零では前年度の 130%となっており 1隻当り漁

獲量においても 17， 7 0 0 Kg程度多くなっている。

このように鯵ケ沢地区の底曳漁業の漁獲得が佐々増加をみているがとの原閃は漁業規模の大変化ぬ

上るが乗組員の不足と老齢化して伝 1)，今後本漁業の省力化も研究して行〈必要があろう。
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東 奥丸

底棲
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資 源 表 40年度)査調

月 日 1 2月 23日 1 2月 27日 1月 10 日 1 尽 13 日

投網回数 3'， '回 5 回 4 同 5 回

検I位脅 鯵ケ沢
NWN 

今
NW〆/N

4砂
NWノN ~ N W 

1 4浬 1 4浬 1 4浬 1 1r里

水深 285 m-290 m 255m-335m 270m-3l0・230 m-360m 

巴L~.!，=__質 M M M S M 

i天 候
。 。 C C 。s

気 風向カ E 5 N 

ESI1!N  1W00 2 53  

w 5 N W 4 

気 混
2。 60 -0.40 

象 気 圧 1015mb 1 1031mb I 1025mb 1018mb 1024mb 

階喧、..，_.."，

海
水 湿 1 2.8'C 12.2'0 12.0'C 1 0.3'0 

況l透明度

汐流向 8S 'E: ，? I N N E 緩 |8S E 0.2 I N 口2I N 0.2 

曳 網 長片側1.800m 片側 i，80 om 片側 1.80 Om 片側 1.800 m 片側 1.800m

曳細川十 日 F75川 S7当L三一一一ヤ一一一一」あふ;らざめ 3 5 2KC ! 1 6K.9 I 2‘4 5日時 1

たら ~! 

漁

獲 ノ

物i
f ノ

備
一

トzτfiliI 4 0 
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1 ft 2"5 a-l 'LJJ 29 日11 月 31 B I 2 月 3 B I 2 月?臼

一一

一 f 6m一斗よ
1口05mbI 1019mb 

-+--~~ t O.6'C 刊 11'C IO.4"Q 1 O. a'C 

N 町.11 S 1't2 日 0.5 N E 0.11 

pt… 片側 片側 1.800m
片側 1叶…佃

E E8E I 81守E一戸可 .- ・.

トH 両 10K宇 480K9 i 118ぽ9

775 I 300 30 60 I 25 

一 一

.一一

一一一一一ーー均一一

しー-4--l -! 一



東奥丸

底捷
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資源調査表 40年度)
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:: 日側
1S  E!SE' 

C C 

4 回

NNW 
22浬

1石弓戸j
S 

。

イ歩

4 回

NW/N 
1 2浬

165泊四回28白血

Ml  
寸。

21S W 4 

竺竺i
2.0。

1028mb 

9.1''C 

透明度
況i
汐

F量 鱗 長片仮IJ

曳綱方向

あぶらざめ

すけそう

た ら
漁!
た 、争-

獲|星ざめ

宇.9"C

0.3 0.2 I s W 

1.800血
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230~ 

片側 1.800m 
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150匂~ 1 2拘 i
1.450 1 50 1 40 12K@ 

1 1 
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ー咽噂究s

2 月 2.4 8 5 丹 1 日 5 月 4 B 5 月 7 臼 3 月 17白

5 囲 4 回 6回 五回 る同

'-' NW1，/?源W 。 N 12浬W '-' N W 。NW1/2迎W ~ 
NW合

1 1泡

230m-260m 87m-280m 250m内 -520m 240m-325m 200m-250m 

M M M M M 
間.._- _._、一-_._-

下。 C c C B 

s E 2 I s t肩 4 g E 2 N w 5 g 3雪 2 

1.50 5.0。 5.日。 2.0。 之口。

1029mb 1019mb 1012mb 1 01 7mb 1024mb 

9.200 9.600 9，800 9.4"(i 9.300 

I S w 1.0 N w 0.2 N E 0.5 N/E 0.2 NNE 
ヲ唱

!片側 1.8白Om 片側 1，800m 片側 l，800m 片側 l，800m 片側 1，800m

S E ，.1宍E E/8 S E S E 

一一
920Kg 250~ 1.230K9 

70 
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5 
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38 
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東奥丸 (~. 3 

底捧資源調査表 ( 40年廃)

月日
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